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二酸化炭素 (CO2) は自然界の大気中の気体てすか、
人間の活動によりその濃度か急激に上昇しています
。CO2 は温室効果カスとして熱を閉し込め、大気中
ての濃度上昇か気候変動や海洋酸性化を通して生態
系を脅かしています  [1]。石炭火力発電所のような
産業施設ては、燃焼後の排カス(煙道カス)から
CO2を回収する技術を開発しています。回収された
CO2は他の分野て活用可能な形に変換することかて
きます。このような炭素回収システムは、産業かカ
ーホンニュートラル、さらには負の排出を達成し、

環境への影響を軽減する助けとなります。
この技術資料ては、二酸化炭素炭素回収およひ貯留
(CCS)  フロセスにおける二酸化炭素回収フラント
(CCP) の苛性吸収溶液中のアミンとCO2の分析につ
いて説明します。アミンを使用したスクラヒンク技
術はエネルキー集約型て、運用コストか高いのか特
徴てす。そのため、オンライン分析によってアミン
の活性と使用量を最適化することは、CO2回収の効
率を測定しつつ、全体的なコストを削減する上て重
要なステッフとなります。
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はじめに
国際エネルキー機関(IEA)によると、2023年の世界
のエネルキー関連CO2排出量は374億トン(Gt)に達
し、過去最高を記録しました  [2]。この増加は、効
果的なCCS技術の必要性か極めて高いことを強調し
ています。
CCS(炭素回収・貯留)は、大規模な排出源(例:化石燃
料発電所)から排出される廃CO2を回収し、貯蔵施設
まて輸送し、大気中に再ひ戻らないように埋めるフ
ロセスを指します。通常、この貯蔵は地下の地質構
造内て行われます。
CCSの最終的な目標は、大量のCO2か再ひ大気中に

放出されるのを防くことてす。CCSは、化石燃料由
来の排出か地球温暖化や海洋酸性化に与える影響を
軽減する可能性を持つ手段の一つとされています。
燃焼後のCO2回収に最も広く使用されているフロセ
スは、高度なアミン系スクラヒンク技術によって可
能になります(図1)。例えは発電所の煙道カスのよう
なCO2を多く含むカス流か、アミンを豊富に含む溶
液に「泡状」に通されます。この際、CO2は溶液を
通過する中てアミンと結合し、他のカスは煙道を通
ってさらに上方へと進みます。このフロセスは反応
式1に示しています。

図1  炭素回収・貯留（CCS）プロセスの概略図

生成されたCO2飽和アミン溶液中のCO2はアミンか
ら除去され(反応式2)、「回収」され、その後炭素
貯留の準備か整います(図2、CO2吸収の拡大図)。
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図2. オンラインプロセス分析の推奨場所を示したCCPにおける二酸化炭素吸収プロセスの仕組み
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装置紹介

2060 Process Analyzer
2060 Process Analyzerは、無数のアフリケーショ
ンに対応するオンライン湿式化学アナライサーてす
。このフロセスアナライサーは、「ヘーシックキャ
ヒネット」と呼はれる中核フラットホームによって
構成される新たなモシュラー式コンセフトを提供す
るものてす。
ヘーシックキャヒネットは、2つの部分から構成さ
れます。上部はタッチスクリーンと産業用PCを含み
ます。下部には、実際の分析のためのハートウェア
か格納されるフレキシフルな湿式部か含まれます。
基本湿式部の容量か分析課題を解決するのに充分て
ない場合、最も困難なアフリケーションても解決て
きる充分なスヘースを確保するため、ヘーシックキ
ャヒネットを4つまての追加湿式部キャヒネットに
拡張することか可能てす。追加キャヒネットは、各
湿式部キャヒネットを、アナライサーの稼働時間を
増加させる内蔵式 (非接触式) レヘル検出を有する試
薬キャヒネットと組み合わせるという方法によって
コンフィクレーションすることかてきます。
2060 Process Analyzerは様々な湿式化学技術を提
供します: カール フィッシャー滴定、光度測定、直
接測定、およひ標準追加メソットてす。
フロシェクトのすへての要求を満たすへく (もしく
はお客様のすへての必要性を満たすため)、頑丈な
分析ソリューションを保証するためのサンフルフレ
コンティショニンクシステムをこ利用いたたくこと
も可能てす。弊社は、冷却や加熱、減圧、脱気、ろ
過なとのような、いかなるサンフルフレコンティシ
ョニンクシステムても提供することかてきます。
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